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『大阪大学国際教育交流センター研究論集 多文化社会と留学生交流』第18号（2014)

総合中級日本語のカリキュラム・教材開発のスキーム

西日光一本

要旨

いわゆる初中級の段階の大学での日本語教育について検討し、 CEF Rの能力表も参考にしな

がら同カリキュラムの構想について論じた。大学での同段階の日本語教育としては、口頭言語に

ついてまだ実用的な能力が身についていないこと及び、その一方で書記言語という言語活動領域

が加わることを認識しつつ、口頭言語と書記言語の両様で論理的で幾分学問的な基礎的言語活動

に従事できるようになることに絞って目標を設定するのが適当との主張をした。カリキュラムの

構想としては、自己表現活動のコンポーネントとCB Iのコンポーネントと Show& Tell活動

のコンポーネントを設定して、漢字と漢字語葉の体系的な指導も含めて上記の目標を達成するこ

とを意図した。

【キーワード】カリキュラム開発、初中級、自己表現活動、 CB I (content-based instruction）、

漢字と語葉の教育

はじめに

大阪大学国際教育交流センターでは、本年3月ま

での4年間の科研費研究プロジェクト 1を通して、基

礎（初級）段階の日本語教育のカリキュラムと樹オ開

発を終え、現在、開発された教材を活用して教育を実

施している。 4年間の科研費プロジェクトでは、専門

日本語課程の各種の技能に応じた教育のカリキュラム

とリソースも開発された2。われわれはこうして開発さ

れた大阪大学としての標準的なカリキュラムをous
カリキュラムと呼んでいる。しかし、 OUSカリキュ

ラムにおいては、基礎日本語と専門日本語課程の間に

ある過渡期の段階の教育に関しては、 CEF Rの全体

的尺度に準じて日本語習得レベルを設定しているもの

の、現在のところ本格的なカリキュラムと教材の開発

の取り組みは行われていない。本センターでは、同段

階の教育を今後取り組むべき教育開発的な課題と位

置づけ、本年度より開発に向けての検討を開始し、

2014年度からの新たな教育の実施に向けて、現在カ

権大阪大学国際教育交流センター教授

リキュラムと教材の研究・開発を進めているところで

ある。本稿では、同カリキュラムと教材等の開発に向

けての考え方や開発の指針について論じる。

1 課題となっている学習段階

OU Sカリキュラムでは、専門日本語課程に入るま

での段階を広い意味で基礎日本語課程と呼んでいた。

そして、専門日本語課程に入る段階を仮に400レベ

ルとし、 300レベルまでの広義の基礎日本語課程を

了えた者が専門課程に入れるように教育するというス

キームを描いていた。

広義の基礎日本語課程は、「はじめに」で言及した

狭義の基礎日本語課程と進んだ基礎日本語課程の2

段階に大きく分けることができる。一般的な日本語教

育で言うと、概ね、前者が初級段階、後者が中級段階

となる。本センターでは、狭義の基礎日本語課程を2

つに分けて、前半を100レベル、後半を200レベ

ルと設定し、進んだ基礎日本語課程をこれまでは大雑
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把に300レベルとして設定してきた。そして、各レ

ベルの総合日本語科目を、 JA 1 0 0、JA2 0 0、

及びJA3 0 0として開設し教育を実施してきた。C

EF Rのレベルとこれらのレベノレ及び科目の対応は暫

定的に下の表1のようになっていた。

OU Sカリキュ OU  Sにお 総合日本語
CEF Rのレベル

ラムの課程 けるレベル 科目の名称、

c C2 600レベル

一熟達使用者 c 1 専門臼木路線程 500レベル JA500 
82 400レベル JA400 

B 
進んだlli礎日本自立使用者 B 1 300レベル JA300 
語段階

法礎日本活課程
200レベル JA200 

A A2 後半

1!i礎使用者
一 法礎日本語ii*程 100レベル JAlOO Al 前半

表1 CEF RのレベルとこれまでのOUSカリキュ

ラムの対応表

2 基礎日本語課程から進んだ基礎 日本語段

階への接続の問題

2-1 基礎 （初級）段階終了の学習者の課題

狭義の基礎日本語課程（いわゆる初級段階）から進

んだ基礎日本語段階への接続の問題は、しばしば日本

語教育のカリキュラム上の課題として論じられる初中

級をどうするかとしづ問題と直接に関連する。その課

題は概ね以下のように整理することができるだろう。

(1）一般的に言って、基礎（初級）段階の教育を終

えただけの学習者において、口頭言語能力も書

記言語能力も、基礎的な運用能力習得水準であ

るAZレベノレに達していない。

(2）中でも、非漢字系学習者の場合では、 書記日本

語力がA2レベノレに達することはきわめてまれ

である。例えば、具体的な目安として言うと、

漢字を200から 300字教えたとしても、それ

らを十分に習得できている学習者は少ない。

(3）また、漢字系学習者の場合では、しばしば書記

日本語力に比して口頭日本語力が著しく不十分

となる。そして、 書記日本語力のほうも大きく

元々の漢字の知識に依存している。

こうした課題について図1を参照しながら検討し

てみよう。図1は、漢字系と非漢字系の対比を意識

した基礎（初級）日本語学習者の日本語力発達の概念

図である。ひじように概念的であるが、キューブ．の上

部は漢字が表意文字として利用される領域で、下部は

表意文字が関わらない音声を書き写すものとしての文

字表記のみが関わる領域であると考えてほしし、。そし

て、キューブの左上奥の頂点Aが基礎（初級）日本語

教育のゴーノレとなる。

H オーラルの涜婦さ L 

H 

書飽曾箇カ

し

図1 基礎（初級）学習者の日本語力の発達の概念図

漢字の知識を有していない非漢字系学習者集団は

キューブ8の右下手前のBから学習を開始する。そ

して、ゴールのAをめざして学習を進める。そして、

当面は、日本語の具象体（形態）を音声シラブツレの特

定の連続として認識し、その中の特定の連続体を母語

の語との対比で捉えてその組み合わせを習得するとい

う形で日本語習得の大部分を進行させる。重要な点は、

基本として音声的な具象体を材料として日本語習得を

進めるということである。ただし、そのようにして順

調に日本語習得を進め、その上にひらがなとカタカナ

は言うまでもなく、一定の数の漢字を習得したとして

も、学習者の多くはキューブの下部に留まる。漢字を

表意文字として活用して言語活動に従事するとし、うキュー

プ上部の世界はかれらの大部分にとってはまだ「未知

の世界」である。

一方、漢字系学習者の集団は、言ってみれば、はじ

めからキューブ、上段の4の右下手前のCあたりから

スタートする。そして、やはりAをめざして学習を進

める。非漢字系学習者とは異なり漢字によって意味が

理解できたり推盆できたりする漢字系学習者は、漢字
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を足がかりとして日本語学習を進めることができると

いう有利さがある。それゆえに、日本語の学習に取り

組んで比較的容易に「わかっているし使えるJという

感覚を得てしまう。そして、そのために、しばしば学

習をどんどん前に進めてしまい、ややもすると日本語

の音声的な具象体の練習が疎かになる。そのような結

果として、書記日本語力はそれなりに向上するが、口

頭日本語力は低いままとなってしまうことが多い。ま

た、発音の課題もしばしば置き去りにされる。つまり、

図中のDのような状況になる。さらには、発音の課題

と関連して漢字の読み方も正しく習得できていないと

いう課題も生じる。

2-2 Bレベル言語活動の困難

このような日本語習得上の課題と隣接するのが、 B

レベル言語活動の困難で、ある。その内容は以下のよう

にまとめられるだろう。

(1) Bレベルになると、独自の特性を持つ書記言語

とし、う言語活動領域が加わる。

(2) Bレベルになると、依然として基礎的な水準に

とどまるとはいえ、実際的な言語活動を開始す

ることができるようになる。そして、次に習得

可能な言語活動に広範な幅が出てくる。そうし

た広範囲の言語活動を全般的に扱うことは不可

能である。

以下、両ポイントについてカリキュラム策定に関連

する議論をする。

(lHこついては、そのようなBレベル言語活動の困

難は、日本語書記言語が外来の文字である漢字及びそ

れに付随する概念を取り込んで発達してきたという事

情に由来することを指摘しておかなければならない。

そして、そのような事情のために、 Bレベルになって

実質的に入ってくる実際的な書記言語能力は、基礎

（初級）段階で身につけた基礎的な口頭言語能力の単

なる延長線上で伸ばしていくことはできそうにないの

である。この点の認識がこれまでの基礎（初級）後の

日本語カリキュラムを策定する上で必ずしも明確では

なかったと言わなければならない。

一方、（2）については、時聞が限られている教育に

おいては、当該レベルの日本語力を全般的に高めるの

ではなく、当該の教育の目的にふさわしい言語能力に

限定して教育を実施するのがよいということになる。

ただし、そうは言っても、大学におけるこの段階の日

本語教育を特定の言語活動に限定して行ったり、総合

的にではなく言語技能に分けて実施するというのは、

時期尚早であろう。

次節では、（1）についての認識に基づいて当該の教

育段階の学習課題の一般的な特性について論じる。そ

して次々説では、この（2）についての認識に基づいて

当該の教育段階における教育目標の絞り方について議

論する。

3 進んだ基礎日本語段階の学習課題の一般

的な特性

3-1 生活的発話と学問的発話

ヴィゴツキーは子どもにおけることばと思考の発達

を大きく 2つの段階で捉えている。生活的概念の発

達と科学的概念の発達である（ヴィゴツキー， 2001、

中村， 2004）。就学前の子どもの発話は、生活的概念

として特徴づけられる視点を反映した発話となる。子

どもはそのような発話からなる言語活動に従事しなが

ら日常生活を運営する。その発話は日常生活の中の活

動や出来事とその中の対象を直接に反映した言語心理

作用の産物となる。そのような種類の発話をここでは

生活的発話と呼ぶことにする。これに対し、科学的概

念は、就学後に学校での各種の教科学習を通して発達

する概念である。科学的概念は、生活的な活動や出来

事や対象の認識（生活的概念）を基盤として、それら

を構造化したり体系化したりする志向に基づいてより

抽象化・一般化した思考となるにそのような発話を

ここでは学問的発話と呼ぶことにする。

生活的発話の基本的な具象化は音声言語であり、さ

まざまな活動領域でそれぞれ音声言語のジャンル（パ

フチン， 1988、西口， 2013）を発達させている。そ

のような種類の言語は一般に話し言葉と呼ばれる。初
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級日本語の教科書では一般的に会話というものが提示

されている。その音声素材は、同会話の音声的な具象

化となり、教科書に印刷された漢字仮名交じり文となっ

ているテクストは、同会話の書字的な具象化である。

そして、そのように異なるモードで提示されていると

しても、そこにある発話は、言語的な特質から言うと、

同じ話し言葉である。一方、学問的発話は音声言語と

しても書字言語としても実現される。そして、言語と

しての具象化のモードに関わらず、（1）漢語が多用さ

れる、（2）名詞修飾や従属節の構成やさまざまな接続

調や助詞相当連語の行使などに代表されるように発話

が精激化される、（3）文末でさまざまな確言・非確言

の言い回しが使用される、（4）発話がさまざまに拡大

的に構造化されて談話が構成される、などの特徴を持

つ。一般的に書き言葉と呼ばれているのは、書記言語

モードの学問的発話だと見てよい。政治的な討論、経

済や射台などの講演、大学の講義などは、口頭言語モー

ドの学問的発話となる。そして、両モードで上記のよ

うな特徴を共有する学問的発話は、学問的発話の多種

多様な活動領域に対応したことばのジャンルを発達さ

せている。

基礎（初級）段階から進んだ基礎段階への移行は、

端的に、生活的発話の言語活動から、学問的発話を含

む言語活動への移行を意味する。そして、専門日本語

教育の段階は、もっぱら学問的発話の領域の教育とな

る。大学生に対する日本語教育としては、進んだ基礎

段階の教育を通して、一般的な口頭言語と書記言語の

運用能力を充実させるとともに、学問的な言語活動に

従事する能力を一定程度養成することが求められる。

3-2 漢字を軸とした言語世界の拡がり

上で論じたような学問的発話の特徴の中で、（2）か

ら（4）までは口頭言語能力の延長として位置づけるこ

とができるだろう。しかし、（1）の漢語が多用される

という点は、 2-2でも指摘したように、単なる口頭言

語能力の延長としては捉えられないと恩われる。

日本語が歴史的に発達してきた経緯から言うと、生

活的発話に関連するのは、基本は和語である。これに

対し、漢語は、古代に日本語に入ってきたものであれ

近代以降に作られたものであれ、出自としては学問的

発話に属する。一方で、和語に対して漢字を充当した

結果として漢字の訓読みが生まれ、和語においても表

記で漢字が使用されるようになった。

一般的に言って、基礎段階に比して進んだ基礎段階

では取り扱われる言語活動において漢語が多く伴うよ

うになる。端的に言って、表意文字である漢字を軸と

して拡がる言語世界は、和語と和語の表現法を中心と

した基層的な日本語世界とは異なるもう一つの言語世

界だと言わなければならない。巻末の資料では、その

ような言語世界の拡がりの一例を漢語「義務教育Jを

例として示している。言うまでもなく、「義務教育J

を起点とした漢字を軸とした言語世界の拡がりは、こ

れにとどまらず、熟語の片割れや字形要素などからさ

らに広げることができる。

4 課題となっている学習段階の教育目標の

絞り込み

4-1 進んだ基礎段階の全般的な教育目標

OU  Sカリキュラムで想定されている入門から進ん

だ基礎段階までの各レベルの全般的な教育目標はCE 

F Rの「長く一人で話す：経験談」と「創作Jという

2つの表に準じて示すことができる。表2と表3を

見てほしい。教科書体の部分がJAlOO、斜体の部

分がJA2  0 0、ゴ、チック体の部分が進んだ基礎段階

となる。 BlとB2の部分については、大学・大学院

生という学習者集団に対する本段階の日本語教育で基

幹的な内容とするのにふさわしいと考えられる部分の

みゴチック体としている。「基幹的な」というのは、

そのような言語活動能力が諸言語活動の能力の中心と

なり、それ以外の種類の言語活動能力はそこから比較

的容易に派生しうると考えられるものを言う。

表2 長く一人で話す：経験談

C2 I明瞭で締りなく、詳しく、多くは記憶に残るような経

験談ができる。

Cl I明瞭で滞りなく、詳しく、多くは記憶に残るような経

験談ができる。
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B2 自分の関心のある分野に関連した広範囲な話題につい

て、明確で群しく述ベることができる。

Bl 自分の関心事で、馴染みのあるさまざまな話題につい

て、簡単に述べることができる。比較的流暢に、簡単

な語りができ、事柄を直線的に並べて述べることがで

きる。自分の感情や反応を描写しながら、経験を詳細

に述べることができる。予測不能の出来事（例えば事

故など）を、順序だてて詳細に述べることができる。

本や映画の筋を順序だてて話し、それに対する自分の

考えを述べることができる。夢や希望や将来計画を述

べることができる。現実や想像上の出来事を述べるこ

とができる。物語を順序だてて語ることができる。

A2 事柄を列挙するような形で話をしたり、叙述したりす

ることができる。自分の身辺の日常的な側面、例えば

入、場所、仕事や勉学の経験などについて話すことが

できる。出来事やしたことや経験について基本的なご

とを短く話すことができる。計画と予定、習慣と日常

生活、過去にしたことや経験について話すことができ

る。簡単な表現を用いて事柄や持ち物について少し話

したり比較したりできる。何が好きで｛可が好きでない

か言うことができる。

家族、住まk、、学歴、現在及び最近の仕事について話

すことができる。人、場所、持ち物を簡単な言葉で言

うことができる。

Al 自分が何者か、何をしているか、どこに住んでいるか、

を言うことができる。

(Council of Europe, 2001、邦訳， 2004、一部改訳）

表3 創作

C2 明瞭ですらすらと流れるように、そのジャンルに適切

な文体で書き、読み手を完全に引き込むことができる。

Cl 読者として想定した相手にふさわしい、自分の、しか

も自然な文体で、自信を持って、明瞭かっ詳細な、的

確な構成と展開をもっ描写文や創作的なテクストが番

ける。

B2 実際、もしくは想像上の出来事や経験について、複数

の考えを相互に関連づけ、当該のジャン／レの書記習慣

に従って、明瞭かっ詳細に記述文を書くことができる。

自分が関心のあるさまざまな話題について、記述を明

瞭、詳細に書くことができる。映画や本、演劇の評を

書くことができる。

Bl 自分の関心事の身近な話題について、複雑でないが、

詳しく記述することができる。単純につなぎあわせた

テクストで感情や対応を記述し、経験したことを書〈

ことができる。現実のことであれ想像よであれ、最近

行った旅行や出来事を記述できる。物語を書くことが

できる。

A2 自分の身辺の日常的な側面、例えば入、場所、仕事や

勉学の経験などについて、文を連ねるような形で書く

ことができる。出来事やしたことや経験について基本

的なことをごく短く書くことができるe

家族、住ま L、、学歴、現在及び最近の仕事につい

て簡単な句や文を並べるような形で書くことがで

A2 きる。人について簡単な想像を含む履歴的な話や

詩的な話を短〈書くことができる。人について簡

単な想像を含む履歴的な話や詩的な話を短〈書〈

ことができる。

Al 自分自身のことや想像上の人に関して、どこに住んで

いて、何をしているかについて、簡単な句や文を書く

ことができる。

(Council of Europe, 2001、邦訳， 2004、一部改訳）

4-2 進んだ基礎段階の目標における注目点

周知のように、 CEF Rでは、コミュニカティプな

言語活動（communicativelanguage activities）を

6つのモードに分け、その下に25の言語活動を設定

している。 OUSカリキュラムの基礎段階の教育にお

いては、基礎段階の言語能力の基幹となる自己表現活

動能力を中心としたカリキュラムを策定した。進んだ

基礎日本語段階では、自己表現活動の延長線上にある

より進んだ言語能力（表2と表3のゴチック体の部

分）を扱うとともに、大学・大学院教育にふさわしい

言語技量に目標を絞るのが適当であろうと考えた。そ

のようなものとして注目されたのがCEF Rの25の

言語活動の中の「長く一人で話す：論拠を述べることj

（表4）、「聴衆の前での講演」（表5）、「レポートやエッ

セイ」（表6）の3つの言語技量である。進んだ基礎

段階に該当するのは、ゴ、チック体にしてあるBl及び

B2の前半部分つまり B2.1の部分である。

表4 長く一人で話す：論拠を述べること

C2 利用できる能力記述文はない。

Cl 利用できる能力記述文はない。

B2 適切に要点を強調し、重要な関連のある捕捉事項を詳

しく採り上げて、盤然と論拠を展開できる。

はっきりとした織輸を展開できる。補助的観点や関連

事例を詳細に捕捉し、自分の視点を展開し、話を続け

ることができる。理路整然と論犯を並べ挙げることが

できる。いくつかの選択肢の利点と不利な点を挙げて、

話題となる問題の視点を説明できる。

Bl ほとんどの場合、明確な織輸が構築でき、他人がつい

ていくのに苦労しない。

意見、計画、行動について短い理由や説明ができる。

A2 利用できる能力記述文はない。

Al 利用できる能力記述文はない。

(Council of Europe, 2001、邦訳， 2004)
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表5 聴衆の前での講演

C2 話題についての知識のない聴衆に対しても、自信を持つ

てはっきりと複雑な内容を口頭発表できる。聴衆の必

要性に併せて柔軟に話を構造化し、変えていくことが

できる。難しい、あるいは敵意すら感じられる質問に

対処することができる。

Cl 複雑な話題について、明確なきちんとした構造を持つ

たプレゼンテーションができる。補助事項、理由、関

連例を詳しく説明し、論点を展開し、立証できる3 聴

衆からの不意の発言にも対応することができる。ほと

んど苦労せずに自然に反応できる。

B2 はっきりとした、体系的に展開したプレゼンテーショ

ンができる。重要な要点や、関連する補足となる詳細

に対して焦点を当てることができる。予め用意された

テクストから自然に離れて、聴衆によって喚起された

興味ある点に対応できる。そこで非常に流暢に、楽に

表現できる。

事前に用意されたプレゼンテーションをはっきりと行

うことができる。ある視点に賛成、反対の理由を挙げ

て、いくつかの選択肢の利点と不利な点を示すことが

できる。一連の質問に、ある程度流暢に、自然に対応

できる。話を聞く、あるいは話をする際に聴衆にも余

分な負担をかけることはない。

Bl 自分の専門でよく知っている話題について、事前に用

意された簡単なプレゼンテーションができる。ほとん

どの場合、聴衆が難なく話についていける程度に、はっ

きりとしたプレゼンテーションをすることができ、ま

た要点をそこそこ正確に述べることができる。質問に

は対応できるが、質問を話すスピードが速い場合は、

もう一度繰り返すことを頼まねばならない。

A2 自分の毎日の生活に直接関連のある話題について、短

い、練習済みのプレゼンテーションができる。意見、

計画、行動に対して、理由を挙げて、短く述ベること

ができるa 話し終えた接、限られた数の簡単な質問に

対処書することができるe

身近な話題について、短＼.＇，練習済みの基本的なプレ

ゼンテーションができる。質問を繰り返し言ってもら

い、回答するのに何らかの助け船を出してくれる人が

いるなら、話し終えた後から出される簡単な質問に答

えることができる。

Al 非常に短い、繰り返された表現を読むことができる。

例えば、話し手の紹介や乾杯の発声など。

(Council of Europe, 2001、邦訳， 2004)

表6 レポートやエッセイ

C2 明瞭で流れるような、複雑なレポート、記事、エッセ

イで、実情を説明したり、提案や文学作品の批評文を

書くことができる。読者に重点が分かるように、適切

で効果的に論理を構成することができる。

Cl 複雑な話題について、明確な構造で、きちんと記述し、

重要な関連点を強調しながら、書くことができる。補

助的な観点、理由、関連する事例を詳細に加えて視点

を展開し、ある程度の長さの文が書ける。

82 議論を整然と展開して、エッセイやレポートを書くこ

とができる。重要な点や関連する補足事項の詳細を、

適切に強調することができる。いろいろな考えや問題

の解決法を評価することができる。

エッセイをレポートを書〈時に、根拠を提示しながら、

ある視点に賛成や反対の理由を挙げ、さまざまな選択

肢の利点と不利な点を説明できる。いろいろなところ

から集めた情報や隠輸をまとめることができる。

Bl 関心のある話題についての短い、簡単なエッセイを書

くことができる。自分の専門範囲の日常的もしくは非

日常的な事柄について、事実の情報を蓄積した上で、

総括し、報告できる。また、それに対し、ある程度の

自信を持って自分の意見を提示することができる。

日常的な事柄の事実関係を述べ、行動の理由を説明す

る。きわめて短い報告文を標準的な常用形式に沿って

書くことができる。

A2 利用できる能力記述文はない。

Al 利用できる能力記述文はない。

(Council of Europe, 2001、邦訳， 2004)

OU  Sカリキュラムの専門日本語教育の段階では、

レポート・論文作成、プレゼ、ンテーション、アカデミッ

ク・オーラル・コミュニケーションなどの勉学・研究

活動に関わる言語技量を扱う。進んだ基礎段階で上の

ような言語技量に注目するのは、それらが勉学・研究

活動に関わる言語技量の基礎を形成すると判断される

からであり、次の段階で扱われるそのような言語技量

と整合的に接続しうると考えられるからである。

4-3 進んだ基礎段階で扱わない内容

以上のような教育目標の絞り込みの結果、以下のよ

うな内容は進んだ基礎段階の教育では扱われないこと

となる。いずれも、一般的な中級までの教育内容とし

てしばしば扱われる内容あるいはその教育の必要性が

指摘される内容であるが、上述のような観点から優先

順位は低いと判断された。

(1）敬意・謙譲を含む話し方（いわゆる敬語）

(2）親しい話し方（し、わゆる普通体）

(3）日本人の物の見方・考え方などのテーマ

(4）日本事情・日本文化などのテーマ

(5）オノマトベ

(6）カタカナ語

※カタカナ語については、基礎前半で生活的な基

本語葉に関して積極的に扱っている。
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5 進んだ基礎日本語課程のカリキュラムの

構想

5-1 カリキュラム・コンポーネントの構想

今回JAZ  0 0に続く進んだ基礎段階として構想さ

れた総合日本語科目をJA250と呼ぶこととした。

そして、上で論じたような目標の教育を具体化するた

めに、そのカリキュラムとして図2のようにコンポー

ネントを構想した。このような活動や教育内容をカリ

キュラムのコンポーネントとして用意することで上で

議論したような内容を首尾よく包摂することができる

だろうと判断したわけである。

日how& Tell活動j
・各学曹書が得量で池田学習者も理解し蝿しむことがで曹晶テーマで.PPτ
などのピジュアルを串備してプレゼンテーシヨンをする．
・プレゼン憧‘ppτやスクリプトを健闘さtt.それらを轟に教闘が＋分に手を
λれてブレゼンレポートを怖成する．

「ττコ；－~《 11 －プレゼン・レポート苦学冒宥全員に配布する．I JA250 II t三三三三こ11・学官有企画由プレぜン・レポートについては静備の対車とする．

｜自己表現活動コ笠2と ｜
－自己表現活動に関する杏植のテーマを4主として、基
礎後期の文忠・錨.の再学習且ぴ..礎的な言葉it
. いの備強を行う．

－‘礎ユーザー水阜の＆僻日本崎綾畳の補強

・CBIコンポーネント｛人間と社会｝ ｜

・『人と社会』に闘する骨橿の子ーマを柱として、進んだ
文~・陪.の学習と進んだ宮糞遣いの学習を行う．
・壇解涜字約800字．使用湧字400字を含む＆，字書包日
本樋後量の宮得．

・自立ユーザー水阜の‘’宇田本館銭量の習得

図2 進んだ基礎日本語課程（JA250）のカリキュ

ラムの構想

表中のコンポーネントについて説明する。「JAZ  

50」というのは、本稿で論じた進んだ基礎日本語課

程に対する本センターの日本語カリキュラムの中での

名称である。これ以降はJA250と呼ぶことにする。

そのJA250はShow&Tell活動と「NI J Jで

構成される。 N I Jは「A New Approach to 

Intermediate JapaneseJの略称で、JA 1 0 0と

JA20 0で使用で使用されているNE J (A New 

Approach to Elementary Japanese）に続く、 JA 

250の中心となる現在開発中の教材の名称である。

NI Jは、 自己表現活動コンポーネントとCB Iコン

ポーネントとし、う 2つの部分で構成される。 NI Jの

各ユニットではそれぞれのコンポーネン卜のセクシヨ

ンが用意される予定である。 Show& Tellについて

は図中の説明の通りである。

5-2 カリキュラムの始点と終点について

次に、 JAl 0 0からJA3 0 0までのカリキュラ

ムの始，点と終点についての考え方を図を示しながら若

干述べておく。図3を見てほしい。

自立

レベル

＆礎
レベル

BU 自立極半

Bl.I 
自立前半

日1

A2.2 Ii磁後半

A2.l 
Ii硯前車

Al 

図3 各学習段階の視点と終点の模式図

言うまでもなく JA 1 0 0からJA3 0 0までの4

つの学習段階は、 このJI慎で進行していくものである。

そして、それぞれの学習段階では矢印の先の水準相当

の教育内容まで扱うこととなる。しかし、実際に習得

される能力はその水準までは達しないで、その手前の

水準にとどまるのが一般的である。そのような事情を

考えると、次の学習段階は、前の学習段階で一部扱っ

た能力水準（矢印の先）からスタートするのではなく、

その手前の水準の能力をしっかりと充実させつつ、次

の水準の教育に取り組むのが適当であろうと判断され

る。JA250を自己表現活動コンポーネントとCB 

Iコンポーネン卜で構成するのはそのような趣旨によ

る。ちなみに、 JA30 0については、JA250の

カリキュラムの後に、新たなカリキュラム開発に取り

組む予定である。

5-3 漢字を軸とした言語世界の拡充

基礎（初級）段階の学習を通して学習者は一定の語

葉と漢字を習得している。基礎（初級）段階では、学

習者は音声を素材として語紫を学習し、それを書写す

る文字として個々の漢字を個別的に学習してきた。一

定の語棄と漢字の知識の蓄積を前提とすることができ

る進んだ基礎段階では、新しい熟語等を学習する際に、

それを構成する漢字と既習の漢字語や本段階で学習す
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る漢字語をも関連づけながら、表意文字としての漢字

を軸とした拡がりに沿って、知識を整理し語集を拡充

していく必要がある。そのような学習と指導を行って

こそ、学問的発話の重要な部分を支える漢字と漢字語

の知識を着実に充実させることができるだろう。

そして、そのような漢字を軸とした学習と指導のた

めの新たなスキームが構想されなければならないし、

同スキームに基づく教育のコンポーネントをカリキュ

ラム横断的に組み入れる有効な手法を考案しなければ

ならない。 NI Jでは各ユニットで、漢字・漢字語奨

学習シートを用意し、巻末の資料のような漢字世界の

拡がりに注目した漢字と漢字語葉を学習するためのプ

ログラムを提供する予定である。

6 終わりに

本稿では、現在開発中のカリキュラムと教材に関し

て、その背景となっている認識や開発にあたっての指

針等について論じた。本稿で提示された認識や指針等

についてはそれ自体として議論のテーブルに置かれる

べきものである。そして、その一方で、本稿で提示さ

れた指針等を基礎としてすでにカリキュラム・教材開

発の作業は進んでいる。そうした作業を通して本稿で

論じたような認識や指針等に沿った形で首尾よくカリ

キュラムや教材を具体化できるか否かは、実際のカリ

キュラム・教材開発者の技量にかかっている。

注

1.平成21年度～平成24年度科学研究費補助金基

盤研究（B）課題番号21320093「留学生大量受け

入れ時代に向けた大学における新たな日本語教育

スタンダードの構築」（研究代表者西口光一）。

2.大阪大学国際教育交流センター編（2013）で、

同プロジェクトでの研究・開発の成果が報告され

ている。

3.学校での授業で子どもはそのような科学的概念が

発達するように教授されるわけであるが、中村が

指摘するように、子どもは科学的概念の総体を学

齢期を通して発達し続けると見るのが適当である

（中村， 2004）。

4.『マル言』では、内的心理（innerpsyche）、内

的経験（innerexperience）、心的経験（psychic

experience）、心理（psyche）という言葉を、観

点による若干のニュアンスの違いはあるものの、

ほぽ同じものを指すものとして使用している。
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